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l　はじめに

博物館職員を，博物館の目的と手段という観点から，後藤1）は，（l）目的的機能者（学芸員など）（2）手

段的業務者（事務員など）（3）統合的機能者（館長など）に分類している。博物館の目的機能を果たす

ための専門的職員は，法的にも「学芸員」として位置づけられているが，その学術と技芸の内容と

は何であるのか，学芸活動の理論と実践とはどうあるべきかは，まだ十分明らかにされていない。

博物館の学芸活動としては，資料収集，整理保存，調査研究，教育普及の4分野があることは認め

られているが，これに従事する学芸員及び学芸職員の質と量こそは，博物館の運命を決するといっ

てよいが，その実態はきわめて弱体である。

日本博物館協会か1974年度の事業の一環として実施した実態調査の報告2）によると，職員関係資

料・総合博物館の事例では，全国平均1館当りの職員数は17．7人。都道府県立て自ま29．6人，市町村

立では8，7人，私立では11．4人となっている。このうちの学芸員数は，都道府県立が4．6人，市町村

立では1．7人，私立では2．4人で　学芸員数が職員数中の1－2割程度でしかないことが指摘されて

いる。いっほう表1のように，1981年での実態においても，専任学芸員は，1館平均わずかに1．8人

にすぎず，これに学芸員資格を持たないで　実質的に学芸業務に従事している学芸職員の存在を加

味しても，専任公民館主事，社会教育主事，図書館司書等に比べ，博物館学芸職員は，数のうえた

けでも貧困な実態にあるといえる。文部省の設置基準や「各博物館に専任の学芸員を設置し，充実

するとともに，これら学芸員が博物館に定着し，専門的技術を発揮できるよう，処遇改善等の措置

を講じなければならない。」とした社会教育審議会の答申（1971年）があるにもかかわらず，博物館

の心臓部ともいえる学芸員及び学芸職員の絶対数は，公立館園が続々と誕生している現況の中でも，

少しも改善，充実されていない。

こうした現状の中で　博物館専門職員としての学芸員論については，数多くの論文が発表され論

議もされてきた。学芸員の専門性について，後藤3）は，普通技術的専門性と個別科学的専門性に大別

しているし，倉田4）は，（l）資料の収集・調査研究部門，（2）資料の保存科学的研究と実施，（3）展示を中

心とした教育普及の研究と実施の3部門に分科する必要性を説いている。また倉田は学芸員論5）の中

で『博物館の目的からいって，学芸員の業務を専門化した理想的な状態は，鶴田氏の説かれる（1）収

集保存についての専門実施者としての学芸員，（2）収集保存に関する研究者としての学芸員，（3）もの

（資料）そのものを研究する学芸員，（4）教育普及に関する研究をする学芸員，（5）教育普及を実施す

る学芸員の5つのグループに分けることであり，さらにはまたこの中で専門細分化されることであ

ろう。～しかし現況では一足飛びにここまで細分化しなくても，少なくとも，（l）科学技術者として

の学芸員，（2）（科学）研究者としての学芸員，（3）教育者としての学芸員の三種を専門化し，分野に応

じて最低3名の学芸員を一一一組として設置～』と述べ，また『現在の学芸員制度における学芸員は，
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表l　登録博物館・博物館相当施設に限った博物館数・職員数・学芸員数

区　　　　　分 剴o録・相当 �ｨｭ�9h.閏ﾘｼ��X什�B�一館当り平均学芸員数 
博物館数 ���4ｨ6(5)>�,ﾙ�ｩD9�X醜ﾕﾉ�ﾉNH�｢�（カッコ内は専任学芸員数） 

合　　　　　　　　計 �578 們��C��3s土�ﾈ��ｨｭ兌ﾘｼ��X�C)�ﾈ�｢�実数1，195人（一館平均2．1人） 

登　録　博　物　館 �355 ��ｩD3x�3s���ﾈ��ｨｭ兌ﾘｼ��8�C9�ﾈ�｢�専任1，062人（一館平均1．8人） 

博物館相当施設 �223 ��ｩD9zh�繝X�C��2�専任率87．5％ 

種 ��ﾘ��������ﾘr�80 �ｨｭ兌ﾘｼ����C��ﾈ���ｩD9zcsH�C��8�｢�一一館平均2．4人（専任2．3人） 歴　　　　史 ��sB�〃　　8．4人（　〃　90．6％） ��h����(�C��ﾈ���h����Cy�ﾈ�｢�

類 儖ﾈ�����������160 ��h�����C)�ﾈ�����h�����C8�8�｢�〃　　2．4人（〃　2．2人） 
科　　　　学 田r�〃　15．6人（、〃　86．3％） ������(�C��ﾈ���h����C��ﾈ�｢�

別 �:���������Z��30 ��h����Cx�C9�ﾈ����x���嶋�CX�8�｢�〃　　1．6人（〃　1．5人） 

内 �����������Z��23 ��h���h�C)�ﾈ�����h��ス�C��8�｢�〃　　0．7人（〟　0．4人） 
動　植　物 ����〃　　65．3人（　〃　97．5％） ��h������C��ﾈ���h����CY�ﾈ�｢�

訳 ��X�����������30 ��h����38�Ci�ﾈ����x������C��8�｢�〃　　1．6人（〃　1．4人） 

野　　　　外 釘�〃　10．3人（　〃　94．9％） ��h������C9�ﾈ���h����C��ﾈ�｢�

内設 俛���������zx�ﾂ�28 ��h���h�C��ﾈ�����h���8�C(�8�｢�〃　　2．0人（〃　1．9人） 

置 者 ����������越r�269 ��h���H�Ci�ﾈ�����h��ベ�C(�8�｢�〃　　2．5人（〃　2．3人） 

訳別 倩H��������zx���281 ��h���X�Ci�ﾈ����x���ス�C��8�｢�〃　　1．7人（〃　1．4人） 

※1981年5月1日現在

※文部省大臣官房調査統計課『指定統計第83号　社会教育調査報告書　昭和56年度』大蔵省印刷局1983年

極端にいって，広い教養を持ち，分析的な専門研究の成果を十分とり入れられる学問的基礎を持ち，

それを教育的に効果的に，資料（もの）を用いて展示を通して，社会教育の目的を達成することと

思われる』と述べている。そして現実の組織の中で　学芸員はいかなる状態にあるかについて，倉

田6）は大まかに㈲学問志向型（B）教育志向型（C）無志向型の3つの学芸員タイプを指摘している。

また新井7）は，『学芸業務の分化が，欧米諸国に比べ，進んでいないところ』に，学芸員の行動実

態が雑芸員にならざるを得ないとし，期待されることとして，『研究と教育を分離するのではなく，

Curatorは，研究面では学術的専門領域の研究（動物学とか地質学とか考古学とか）と，博物館理

論学（Museology）の研究を担当し，教育面では，学習や研究を目的として訪ねる来館者の教育に

当る。そしてMuseumteacherは，研究面では，専門科目の教材化の研究と博物館教育の実践的研

究（Museography）に当たる一方，教育面では，小中学校の児童生徒や一般市民のいわゆる見学者

の案内や指導に当たるという分化一研究と教育の二重構造の組織化』を説いている。

いずれにしても，学芸員及び学芸職員の絶対数が貧困な実情の現実論としてほ，学芸活動推進の

ためには，学芸職員は多芸員，雑芸員たらねばならない運命を背負わされている。その自覚を第一

歩とし，実態を正しくみつめ分析し，学芸員のあるべき姿，学芸活動の理想像を求めつつも，学芸

活動の全体構造をふまえた実践をこそ積み重ねなくてはならない。実践活動を通して，博物館専門

職としての特殊性・専門性を明らかにするとともに，学芸職員集団の質と量の高まり・充実をめざ

す必要がある。以上のことから，資料紹介展の実践例を報告し学芸活動の参考に供するとともに，

実施に至るまでの学芸活動経過及びアンケート調査の分析から，学芸員としての専門性と問題点の

所在を明らかにしようとした。なお，この資料紹介展の原案は，自然分野で十分検討立案したうえ，

学芸部全体会でも，解説パネル原稿，全体構成を中心に検討を重ねたうえで決定したものである。

北米産の植物標本は，CARNEGIEMUSEUMOFNATURALHISTORYから送られてきたもの

であり，日本と北米に共通する植物の分布論については，Dr，D．E．Bufford（HARVARD UN－

IVERSITY）から論文の提供を得た。両者には，心よりお礼申し上げる。
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2　資料紹介展「ふるさとと北米の植物」実施内容の大要

（1）企画・立案までのいきさつ

筆者8）は先に，資料収集，整理保存，調査研究，教育普及という4本柱をふまえた学芸活動の事例

を，『博物館の全機能をふまえた学芸活動のあり方』と題して発表した。学芸員のあるべき姿・理想

像はどうあれ　現実的には，自分の専門とする分野（植物）については，ひとりで資料収集から教

育普及までを担当しなければならないし，その多芸員さの中にこそ，逆にいえば現実論的特殊性・

専門性があるとも考えられるからである。

過去の「帰化植物」展実施に際し，日本に帰化している種の原産地での野生状態の写真展示を考

え，ヨーロッパ及び北米の博物館へ，写真資料提供の依頼をした。結果としてほ入手できず，写真

展示は実現しなかったが，これを機に，カーネギ自然史博物館との植物標本交換が始まった。岐阜

県の東濃地方には，ハナノキ（カェデ科）が自生しているが，その近縁種が北米東部に隔離分布し

ている。自然史上の象徴的な存在であり，東濃地方のハナノキ自生地は，その多くが天然記念物に

指定（国，県，市町村指定）されている。この他にも，日本と北米東部とには，起源を同じくする

近縁植物が，数多く隔離分布しているが，その事実はあまり知られていない。そこで　カーネギ自

然史博物館から送られて来た北米の植物標本と，当館が県内各地から収集した植物標本とを用い，

地史的な分布のつながり・国際交流の激化にともない目立つようになった帰化植物の実態等を紹介

し，地球的視野からふるさとの植物への興味と関心、を高めるとともに，植物についての基礎知識の

普及につとめようとした。

（2）展示のねらいと留意点

①ねらい　◎学名のしくみを知らせる。　◎北アメリカ東部には，日本の植物と近縁なものが

多くあることを知らせる。　◎地史的な植物分布の具体例を知らせ，歴史的な自

然観を養う。　◎社会の発展により，植物の分布に，人為的な変動が起っている

ことを知らせる。

②留意点　　おし葉標本は，研究資料として保存するのが本来の目的で　色があせ平面化して

おり，「もの」としての展示効果は乏しいが，おし葉標本が物語る「事実・真理」

は人々の心を魅了するはずである。標本を見せるだけでなく，それを中心素材と

し，副教材を活用することによって，分布地理的な事実を提示するようにする。

（3）展示構成の大宴

会場での展示構成は，図1のようであり，各解説パネルの原稿は下記のようであった。

P－1　はじめに……ふるさと岐阜県の東濃地方には，他の地方では見られないハナノキ（カエデ科）が生えて 

います。その多くが「天然記念物」に指定されていますが，それはなぜでしょうが。太平洋を越えた北アメリ 

カの東部には，日本とよく似た落葉広葉樹林があります。そこに生えている草木には，分類学的に日本と共通 

した植物がたくさんあります。このように，遠く離れていても，同じ起源の植物が生き残っているのかもしれ 

ません。この資料紹介展では，北アメリカのカーネギ自然史博物館から送られてきた植物標本と，当館所蔵の 

岐阜県産植物標本とを使って，地球的視野から自然史の“一こま”を紹介します。 

P－2　学名とは…‥AnaphalisalpicolaMakinoという横文字は，万国共通の植物名（学名）で，ラテン語で 
ぞく 書かれています。Anaphalisは，ヤマハハコのなかというグル－プ名（属名）です。alpicolaは種小名で“高 

山帯にある’’という意味です。最後のMakinoは名づけ親です。（牧野富太郎博士）学名とは，私たちの姓と名 

のうしろに，名づけ親の名を加えたようなものです。横文字が読めなくても，この学名のつくりを知っている 

と，Cirsium～とあればアザミのなかま，Taraxacum～とあればタンポポのなかまであることがわかります。 
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北アメリカ棄請の贈執∴∴∴　ゾンド薯と目黒の畠山描輔
光アメリカ太強を通から桑へ擬鮒して捗

ましょう．車霞灘綴擬した薄霞営繚舞子

顛鶉に絶つ宅と：ブナ∴苅エデ《ララカン丹

繭が織親し義母．薄れず配承鱒縛鶴舞

瓢湖び電榔鵠ざ肝で鳥率濫

煎幾に波づくほどなぜご諌繚鰯が豪ぐ

似てくるの翠玉とふし勢認えます。繭鴻

轍ごあるよく淑桂瀬鰯を恩て認諾し兵争。

光樋に遭い薬箱に遊：怒

窯祭主暦が稀）ま音：ヅン

トラ弐＼高漫束をまじろ

を読本漣鱒の漫鼠です．（く・

兼鰭甑賊鰯蟻狛翻根

上の巌斑は　奴努衷寵鯨の

士卒㌦∴∴轡続に際や声㌘ノ熟練溜撫淑鰯；∴∴宅鮪に、やはり点燈未や噂

鰯堂紛鴬界ですすごの恵山楢繊乃勘二は　ツンドラの緩鰯摺る鎚がよく似てお

ら　凝苑を同じくす癖毛のが多くあります．かつて第％錦騨鷺に∴絆舟から日本

朝風を璃下し　騒かくをっ空鵜連、寒嫌山旗近くにこり接を海を衰滅で丸

写真I P－3（コーナー解説パネル見本）　　　　　　写真2　P－5（コーナー解説パネル見本）

P－4比べてみましょう……北アメリカ東部の植物と，岐阜県内でみられる植物とを，一部分ですが同じなか ま（科や属）ごとに，まとめて紹介します。形態的にひじょうによく似たものや，かなり違ったものもありま す。 

P－6　異なる植物のなかま……これまで見てきたように，日本と北アメリカには，共通した植物がたくさんあ 

ります。地球の歴史の中で　同じ祖先から分かれたものが，遠くかけはなれて分布しているのです。しかし一一 

方には，その土地だけに特産する植物もあります。ここでは，北アメリカには生えていても，日本には生えて 

いない植物（日本にない属）を紹介します。 

P－7　日本の特産植物……日本をふくめたアジアの東部に生えていても，北アメリカには生えていない植物も 

あります。（東亜の固有植物）その中には，さらにせまい日本列島内だけにしか生えていない日本の固有種もあ 

ります。北半球の各地に，かつては広く分布していたものが，日本だけに生き残っている古い植物か，日本で 

発生し分化の途中にある新しい植物かのどちらかです。 

P－8　急変する植物社会……人間社会の発展とともに，国際交流が盛んになりました。そして輸入物資にまぎ 

れて侵入するような外国の植物が，新天地に住みつくようなことが起ってきました。自然の歴史によるもので 

ほなく，人間の社会生活とのかかありで，本来生えていなかった土地に根づいた［亘垂直］が，世界各地の都 

市部・人里周辺で　今，目立っています。 

P一g　北アメリカへ入った帰化植物…・・・北アメリカ大陸へも，世界各地から帰化植物が入り込んで　植物社会 

を変化させています。これらの大部分は，日本にも帰化しており，あちらこちらで見ることができます。帰化 

植物には，キク科やイネ科の植物が多いのはなぜでしょうが。 

P－10　北アメリカから日本への帰化……日本では，明治時代になると帰化植物が目立ちはじめました。第二次 

世界大戦後，工業化，都市化，貿易の拡大にともない　急激に帰化植物数がふえ，今では約1，000種も記録され 

ています。はじめはヨーロッパ産の植物が多かったのですが，ここに紹介するように，今日では，北アメリカ 

産の植物が多く目立ってきています。 
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○ ����劔��l 口 � 

申． ��Ph． � ����B� ����B�
10000° 

図1　会　　場
‾不　　　　の

植
物
－
棟
木



記号

中衛出初
C，図表仕えル

Ph・，写真

喜幸三 

重囲囲 C－10 唯�｢����ﾈ�ﾈ�ﾂ����ｨ璽��

lI ll li lj 

■■■鵜鵜 刪黶� 　　　　lCeCHL 

展　　示　　構　　成
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i＿讃－ ∴∵ 一∴ 議媛 �����INｲ�����Vh耳蔗�����ｩ�����Ib�声i ：「∴ ∴ ∴ ����$ﾈ爾�����������∴∵ 欝 

‾議騒漢籍 �� ��網 ����8Xｼ��x��

／ 率 宝詔 ��� �� ��r廉ヱ1－轡iiii灘惣一i鱒 ��

治 懸 俑r�ii騒一議 ∴∴∴ 、‾題涙懸i ∴∴∴ ∴：∴ � � 

＿＿撥翳 十千 ＿・／‾〝＼ ／ 

…　絶．●●・

空士リンエンレイソウ

PLANTS OF NORml CAROLINA

でrlllium grandiflortm（MIChx．）Salisb．

Watauqa County：　near　とhe smit oi RICh Moun一

議ln　〈Howardis Knob「；nOrth of the clty Ot

B00ne・2！空王⊆聖rubra foresと・ElevatlOn ca

1600　meters．　36014●N；81042“iら

D・E・80u〔ford　　20943　16May1979

B．W．W00d

Il膚RpARIUM．CARNtC‖；MUSEUMICM），nTTSHUR（川．p▲．

図2　展　示　標　本　の　一　例
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（4）展示の実際面で，

①標本の展示に際し

標本のラベルは，図2，3，4に示したよう

に，北アメリカ産のものには，送られてきたラ

ベルとは別に，学名を大きく書き，ハナミズキ，

キバナトチノキ等，わかる限りの和名も記入し

た。

北アメリカ東部の植物からツンドラと日本の

高山植物のコーナーまでほ，写真3・6のよう

に，北アメリカ産と岐阜県産の植物標本を，同

じ属のものを並列して展示した。北アメリカか

ら日本への帰化の最後のコーナーでは，ヒメ

ジョオン，ハルシオン，キダチコンギク等，北

アメリカから送られてきたものと岐阜県内で採

集したものを，同種で並列し展示したが，スペー

スの関係から展示全種は並列できなかった。

展示に強弱，ポイントをもたせるために，は

図3　岐阜県産植物標本のラベル

Erier0ni側e ���7U4ﾈ�B�l ハルシオン∴∴キク科 

美濃平野書棚拍立ち細てい丸 

図4　北米から日本へ帰化した植物のラベル

びころ帰化植物と題して，オオブタクサ，キダチコンギク，セイタカアワダチソウを実物大のまま

乾燥展示し，これに北アメリカで採集された標本もそえ，イメージパネルを作成展示した。

②補助教材づくり

理解を深めるために，図1に示したように，C－1植物の分類表からC－11帰化植物の増加まで

各種の図表パネルを自作した。写真4（C－7）は，世界各地の自然景観を提示し，日本の落葉広

葉樹林と北アメリカ東部の落葉広葉樹林との類似性を浮きぼりにしようとした。全世界を絵地図風

に水彩で描き，これに各地の代表的な自然景観写真を配した。用いた写真は，旅行社で発行してい

る各種海外旅行PR冊子他，主に，雑誌Nati－

Onalgeographicから選んで　そのまゝ切りぼ

りした。週刊紙，写真雑誌等，各種出版物で，

これはと使えそうなグラビア写真等は，日頃か

ら気をつけて収集しておく必要がある。

また，豆知識と題して，必要な解説・図表等

を記入したものを随所に標本と同じ扱いで展示

した。「学名と和名」「日本の特産コウヤマキと

化石の分布図」「帰化植物とは」「帰化植物の日

本への主な経路」等がその例で　図5に示した

ものは，「ツンドラと日本の高山植物」コーナー

の標本中に展示したものである。

この他，図1にph．で示したように，随所に

カラー写真を配し，会場全体に色彩美をもたせ

る他，「北アメリカ東部の植物」コーナーでは，

科学史の一端をカラー絵で提示し，自然史への

理解を高めようとした。（写真7－11）

疎参髄譲抽加軸植物 　＿∠ドプ轟 

ノ 

嶽’’誤．鮮 
∴　∴： 

タカスヤガミスゲCareXlacLe鴫宜は、上図の 

ように北柏周期捌こ　ぼI遜籍して分布しています． 
こうざん 北諜・ヨ－ロ、ソパ・アプアでは．南の高山地帯まで雨 

下をし、はな加て分布しています．この分布型は日赤 

の高山纏物ごみられ　周柘吾妻植物とよばれています 

個こも、ガンコウラン・ミネスオウ・コケモモなどが 

こうした分布をしています． 

図5　台紙を使った豆知識の一例
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†写真3　日米標本の並列展示

l写真4　C－7の大パネル

幽鬼各班の 自然景観

∴　∴∴∴∴∴、∴千言　　∴∴忘二宮∴「∴∵言： 

嬢譲 ∴÷∴∴： 謬－ ���桀��Dｲ�窒駆 ∵一 綿�������r��x�������h�����b�∴∵二華∴∴∴∴∴ 俐�������

認譲 � 

∴／「∴ ∴ ∴子： ��謙 

r 冓撞 � ��

l写具7　A．Gray仮説づくりの絵物語展示　その1

iii詰： � �� �� ��

＿i � 劔>R�剪�

瀬 劔 ���*ｲ���������h�h."������������劍�h��� 

i草喋醍i‘i‾、 i撥▲悠 剪� ��

：∴∴● 剪� 

竃饗攣ie繭萱 劔��

ビ鰭 

＿謙一 ∴十∴∴ 認′‾‾r∴’ 凵@∴十六∵「 “＼1－－＼／霊詰冨田案高話　　　　　　一一等， 

1853年、黒い大きを舵が講駕の中に

韻椛ましモ；ペリーだむきいう沼をア

メリカ合衆国の艦隊で日射ご開国を

せましましを恵艦な熟艦が薬宅

と　配転の火、引去太さねぎしましな

議 仂b� 

∴ � �� ��畿謹撰 　専 ��賞 翫 �� �� ��?ｩyB������

／ ���� 

招 兀2�

護 
浩子孟ト∴牒 劔 � 剏U 迄��� �� ��∴∴ 

彊 們tﾆ迄ﾋ�� �� �� ��筏 凅ｲ� �� ��∴∴ ‡ ÷「 

“慧｝〒iT か・華：↑ �� 冩"�剪� 

韻 亢X����偬B� �� 

亭 ����∴∴： �� �� ��

湊 ��轡 

∴ 估R�

帰化植物のコーナー

l写真6　北アメリカ東部の植物コーナー

l写実8　その2

‾1　　1 ��hﾋ����凵Q一事ンナシ∴ 剪�冖b�����態縫※蒜遠類 劍ﾟ�-8���

＼∴ ー草書軍縮 劔 ���� �� � ���� ��ーIii‾し、 

罵 劔劔 

i霞SSSSS聞S電器S 
象賎 �� ��剪�∴： ：観 劔���� ����∴－ �� ��������

「ヽ∴　　　　　　　　　　　　　　　　　●：一言 劔 ����劔����劔 

器SeeSeSSSSE窯i 　∴∴：「 　∴∴∴ 劔 倡��劔劔劔懸賞撥態 　　∴∴ ��

／i 剪���

／↑‥i、ぐi受章蜜 ��� ��� ������ 劔 ��

灘ii 

記最大が太さ轟きをしているのに、

鶉藁のうちの二人か上陸しをときに

纏鰯を採集し∴おし薫標本を作り志し

享。ご潜るの標禍ふケンブリッジに

いる纏物学者プレイ教樹こと勘すら絡

ましを。
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熊潔 裁1－－ふ 剌�{ 11、，’灘 

∴、i 

－iSSSSSSSOSSSO 

∴∴i ∴∴享子：∴ ��h�X��/�������ﾈ�����

緯 

1年後には、グレイ教授毛繚隊の麗

篤とを目薬日しています∴帰国後、寺

宝としこ集めろ沼を580稲毛の日赤の橿

据瓢を細こして、星ビ遍く離椛をこ

の二つの地域義　経極　が＼こう毛よく槻

てい否の曇ろう星。と考え込討ました。

†写真9　その3

存／一‾‾珪 ∴ 凵P＼一一へ／ヽ － 議 

8　回＿ ��－ 
1＼ミ沸 ��������������������

∴∵：÷∴∴　命 ∴∵∵十三二二∴ � 

室三三三三三・ �� 

÷i∵二三∵二言二二二 �� 

当甜ま　まを進化論が世に出ていま

せんボストンの掌韓で力のあった動

璃筆意アガン教授の「生物ま粒の創造

物千種患変られiという考え方が

主流で同じ粗勧＼ら分か椛をどす

着プレイ教授と大論争とな申ましな。

†写真11その5

i薩謡国璽∴三二、 　　＿＿＿＿＿献 

「今、温帯にあるこ椛玉の橿物は、新

生代の第三組こぼ∴北半球を索酎こ連

結して凄く生えていな　を椛が米語粥

だ耐ござが弓、氷河が去朝暖かくなっ

た今、かけ離椛七両蝦しこ残っている

の雪（仮説）と、プレイは考えましな

†写真10　その4

設諾，（鵠藩享受言な誘蜜減ら　孝

三清雄宥恕夢／　孝義写生真言は

根辛諸藩需宰癌瀬誓諸掛藷

だLrl＿γ一つ∵色彩率し‾グー　妄づ　′

ァ／寺舞※羅勇二忠若鶏薫棄醤

謁憲一討つ7日る／母子笑話叛　ノチしょう

†写真12　その6　1文字部分のみ拡大

靭寺プレイ教授が窒素を燐鵜は、今

語呂生物学が進歩し、北学識のない地

端から発掘さ椛を植物化石の数巧か

正しかったことを証明していま盲。ハ

ナノキ紡自生地かなぜ天然毒瞼鞠ご

葦藍三瀬ている筋か　あれか寝でしまう。
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③パネルづくり

ほとんどが手づくり展示のため，60×90cmの

コーナー解説パネルをはじめ，大小全てのパネル

は，過去の特別展で使用したものを活用した。文字

の記入については，ラベル，豆知識，パネル等に

おいて，次のようにしている。上手・下手ではな

く，ていねいに書かれ読みやすいことが第一である。

A）文字の大きさにあわせ，鉛筆で方眼をし

きる。

B）方眼の一行おきに，鉛筆でうずく文字を

記入する。

C）文字の大きさにあおせ，ロットリング，

サインペン，マジック等を使い，定規を使っ

て横線のみを描く。

）B） ��山 俛��”フ ヽ○＿ ���8��を �8��け �.��憧 俾��彊 

シ �� �� �� �� コ ���7B��,b�」、 �,�� �,B�い �.��舌 ��

C） ��山 俛��‾”プ ��を �,"�I ��白 �*"� 

コ �7Hx��フ′ �,b�畔 �.b�n �,B�Ll �.��毛 �,ﾂ�

D）山国に春をフげろ白い花

コブラと□乳ま放ていう毛の

図6　文字の書き方

D）小さい文字の場合はフリーハンドで大きな字の場合には縦線も定規を使い，その他はフリー

ハンドで仕上げる，消しゴムで方眼線を消す。

タイトルのような大文字は，サインペン等でふちとりを行ってから，毛筆でぬりつぶすとよ

い。

④PRについて

B5判のチラシを作成し，近郊各学校

及び公民館・図書館等に配布したのをは

じめ，記者クラブを通して各日刊新聞紙

上に開催紹介記事を載せていただいた

他，地元の日刊紙「岐阜日日新聞」には，

期間中に，展示見学の案内シリーズ記事と

して，連続15回載せていただいた。（図7）

⑤その他

展示見学の手引として，「ここをじっく

り」を印刷し，受付で入館者に配布した

他，会期中の日曜映写会用に，自作スラ

イド「ふるさとと北米の植物」（25駒）「世

界の植生と日本」（25駒）を作成し，定期

的に講堂で上映し，団体見学者に対し，

展示内容を拡大・深化する内容での「植

物教室」の開催に応じることとした。館

内のコンパニオンに対してほ，展示解説

のための研修資料（44ページ）を作成し，

開催前に研修会をもった。

（5）アンケート調査結果

今後の展示活動に生かすために，図8

のようなアンケート用紙を会場内に用意

し，記述方式で自由に答えていただいた。

（15）　　　　昭和59年（1984）3月23日　　金曜日

各年そははてははン劫は、若、IilIクよはカサニ　ケ、か 
、でうクプい、ケノJiri、お分捕ンと、るクれン「／i　Ir／／′ 

つもでクlる中ソ詰物そく　頼あボいちニ　ラは、木こ　り り」也oI ：∴∴∴∴：れ：「 ∴∴：三∴∴∴ 

クみい今 　　　サす死て● 　　　カれ語は 　　　ムばでど 　　　といすこ 　　　はいかで 　　、夫らも l　クう、使 

ンて・ロわ 来すiれ 宗○マて 庵夕字い しヽのれ0） も間あで のでれす て・あくよか する、ら ○こす、 がて名 分クO） るぷに とボこ 

図7　見学案内の連載記事の1部
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昭和59年2月10日～4月8日までの会期中

の総入館者数7，271人のうち378枚の記入回

答があり，回答者率は5．2％であった。

記入回答用紙378枚のうち，全くふまじめ

回答（ただの落書き，無関係なたわごと等）

は165枚（43．7％）あった。質1については，

「標本が良好できれいにできている。これ

ほどまとまって標本を見るのは初めて。保

存するだけではもったいない。参考になり

ます。今後も続けてほしい。ていねいな標

本で感心した。」等々と肯定的な意見が多

かった。「カラー写真や着色図を全部っけた

ら。形などほこれでもよいが，やっぱりお

し葉よりそのままの方を見る方がよい。」と

いった声もあり，標本展示での限界と，自

然学習の野外行事の大切さがうかがえた。

質2については，「実感が出てすぼらしい。

たくさんほしい。立体的に理解できてよい。

興味・関心を引く工夫として成功している

と思う。本の写真・絵よりも種類毎のちが

いがよくわかる。実物を見るのと同じ効果

がある。あまり生々しいので何度も見直し

ました。」等々展示効果の良さが認められて

いる声が圧倒的であった。おし葉標本（実物

資料）と併用するなど，植物分野の教育的展

今後の参考にします、こ魅力ください．

資料紹介展　アンケート用紙

※あてはまるところに、○をつけてください．

小学生　中学生　高大生　一般

質lo　おし楽模本は、展示してみせることよりも、研究資料とし
るためのものです廿主会場でご覧になっての感想をお書きください．

賛2．スミレ6越は、稜線（レプリカ）を展示しています．レプリカ展示
についての感想をお書きください．

質3．この資料紹介展で、一番印象に残っていること、内容をおしえてく
ださい．

質4．iこの資料紹介展で、わるい点・よい点をおしえてください．

◎めるい点

示手段としてほ重要視すべきものである。　　　　　　　　図8　アンケート用紙

質3については，記述式のため，内容も多岐に渡り，定量的にとりまとめられないが，20人以上の

人が挙げている内容としてほ「仮説づくりの絵物語」「日米の植物の共通性」「はびこる帰化植物」

次いで「世界の自然景観」（12人）「標本の多いこと」（5人）「標本の送られ方」（3万）その他，「写

真が美しい」「ハナノキの分布」「日本の特産植物」「日米の植物のちかい」「スミレのコーナー」等，

また一般の方の回答，「日本と北米東部の植物分布が似ていることがよくわかる。思想や主張のある

優れた展示企画でした」に，実施してよかったとの感激を味わうことができた。

質4の「よい点」では，「手づくりの暖かさが感じられ　系統立てての展示に努力が生きている。イ

ラストや図解があり，とてもわかりやすい。標本も多く，視覚的でよい。写真が美しい。もっとあ

るとよい。違いや似た点が比較できてよい。資料が豊富である。送られてくる標本コーナーのよう

に，裏方の仕事面の展示を，より多くすると，ただのおし葉でなく，その価値がより広く伝わるだ

ろう」等があり「わるい点」では，「標本の製作方法・コツなども示してあると，標本作りへの関心

が高まる。標本一点一点にカラー写真をつけるとよい。場所が狭くこみいった感じである。似た植

物の区別点などを，くわしく説明・解説してほしい。英語ラベルの訳がほしい。生きているものが

見たいなあ。」等があった。まじめな回答を記入していただいた213枚のアンケート結果から，『豊富

な実物資料（もの）を土台とし，確かな展示シナリオを書き上げ，視覚的な補助教材・手段を使い，

わかりやすい表現で　質の高い内容を展示する』ことを指摘されたたと受け止めている。
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3　学芸活動の専門性と活動内容

（1）「物」の同定という基本作業について

今回の展示標本は，これまで機会あるごとに県内各地から採集した標本と，交換標本とである。

採集・寄贈・寄託にしろ，博物館に収集される物は，そのままでは博物館資料とならない。素資料

を価値判断し，学術的・教育的価値を明らかにすること，資料を生かして使うための条件や方法を

明らかにしなければならない。この過程で　植物に限らず自然資料については，「同定」というきわ

めて高度な能力が学芸員に求められる。生物の種同定は，長年の野外調査活動の体験を経て身につ

くものであり，きわめて専門的な知識能力である。また，1人の人間で　全ての植物の同定力を身

につけることは不可能なことであり，他の大学・博物館等の分野別専門スタッフに同定依頼をしな

ければならない。そうだからといって，博物館の学芸員に，同定力がなく，全て外部依頼していて

は，博物館の存在自体が疑われる。地域の動植物を解明するという究極の課題追求のために，学芸

員は，その専門性の第一歩として，同定の力量が問われるはずである。新聞社・放送局はもとより，

各種研究会，同好会あるいは学校，それに個人の方々からも，博物館へは「種同定」についてのレ

ファレンスが圧倒的に多く寄せられるし，館の教育行事，自然観察会等の実施においても必要とさ

れる能力である。資料の寄贈に際しても，博物館に定着した経験豊かで　確かな同定力のある学芸

員の存在があってこそ，安心して寄贈していただけるといった事例は，全国各地の博物館で証明済

みのことである。

なお植物標本の採集・製作において，筆者は展示のことを考え，原色保持に努め，今回の展示品

は，寄贈品等を使用しなかった。従来通り新聞紙で乾燥しているが，できる限り現地でベニヤ板製

自作の野冊にはさみ，帰宅後交換し，次の日は少なくとも2回交換と，初めほどこまめに新聞紙を

交換している。比較的どれも美しく緑や花の色を残し，きれいな乾燥標本を得ている。展示を考え

た，原色保持の標本作成技術の開発は，学芸員に課せられた研究内容のひとつと考えている。

（2）「物」にまつわる調査研究について

学芸員に課せられた調査研究には，大学や研究所等のそれと同質の面がある。特に分類学，分布

地理学，生態学などがあるが，これらの分野でも，博物館ならではの，その地域についての研究業

績は，博物館が目的とし対象としている内容にかかわる確実性，信憑性，責任性の問題として学芸

員に問われるし，博物館が社会から信望を得るために欠かせないことである。今回のようなテーマ

の展示にかかわらず，広く岐阜県内各地から資料収集を行うとともに，岐阜県の植物分布地理学等

については，体験的知見を持たねばならないし，植物学全体での，専門研究の成果を十分とり入れ

る学問的基礎及び各種学会等との個人的な人間相互のつながりが，学芸員に求められている。

日本列島の動植物を明らかにするために，大学や国立科学博物館等の標本庫を中心に，多くの資

料が保存されている。これまでの過程には，数知れない全国各地の同好の方々，アマチュアの方々

の資料収集の努力があったはずである。しかし，全体的な生物相が明らかにされたとはいえ，地方

地方の生物相はまだまだ未解明で　岐阜県の場合は，その資料収集・保管もやっと緒に着いたばか

りであり，岐阜県植物相の解明は，岐阜県博物館植物分野の最大の課題である。地元の大学，岐阜

大学教育学部生物学科植物分類研究室，岐阜薬科大学植物生態研究室及び，当館自然分野，岐阜市

少年科学センター，それに県内各地に在住の植物研究者たちを含めた「岐阜県植物研究会」が一昨

年発足した。大学と博物館と個人とが，有機的に結びついた自然史研究の地道な活動体であり，こ

うした基盤に支えられてこそ，博物館の資料収集・調査研究はもとより，各種展示内容も充実でき

るはずである。すでにその会員より，飛騨一円からの採集標本約2，000点が当館に寄贈されている。

学芸活動の一端に，こうした地域に根づいた研究団体等との協力・援助も含まれるし，むしろ積極

的に活動の場，資料収蔵の場とならねばならない。今回の展示内容でも多くの教示を得ている。
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一方，博物館独自の調査研究面として，「物」の収集・保管・公開・教育という機能と結びついた

内容があるが，全般的には，この面での実践が遅れていると思あれる。植物標本の原色保持法，標

本の防虫策，あるいは分類展示としての収蔵庫標本収納法等「もの」にかかわる技術面での調査研

究がある。また「もの」とヒトとの結びっきにかかおる教育的調査研究も欠かせない。今回行った

アンケート調査も，そのささやかな一面的調査である。おし葉標本を中心とした展示は，全国的に

もあまり行われていないが，「もの」を見せるのでほなく，「もの」で見せることの一実践例として，

来観者の受けとめ方，反応をみようとしたものである。この他，常設展はもとより各種展示会での

見学者の動向調査，自然教育全般の理論，教材，カリキュラムの開発研究，展示解説の手法等々，

博物館ならではの教育的実践研究課題は山積しているといえる。

（3）展示活動面で

博物館での調査研究の成果は，学芸員の手により論文発表されることによって社会に還元される
一面があるが，それだけであったら大学や研究所等の研究者と変わらない。倉田の指摘した学問志

向型学芸員は，学問探究への志向ばかり強く，教育普及やその方法，手段については関心を示さな

い。極端な場合には，象牙の塔にこもりがちで　学問的業績はあげても，教育普及活動はほとんど

実施しない・・等非難されても仕方がない。学術的な最新の情報を，「もの」という具体物を通して，

不特定多数の人々に「あがりやすく正確に，展示公開発表する」ことこそ，博物館独自の機能であ

り，学芸員の任務である。調査研究の成果が，常に常設展で発表されたり，特別展等に結びつくと

は限らないが，機会をとらえ，少しでもそうした展示発表の場を設けるよう努力すべきである。当

館の場合は，そのひとつが今回のような資料紹介展であり，植物分野では過去に「帰化植物」「植物

の世界」他分野では「古生代の化石」「ふるさとの大地をつくる岩石」「岐阜県のほ乳動物」「野鳥」
「百年公園の動植物」等を実施してきた。また玄関ロビーでは，資料収集や調査研究の成果を生か

した「スタディコーナー」を設け，動・植・地学3分野の輪番制で　小テーマ展示を実施している。

これは，定期的な展示発表の場として位置づけられている。スタディコーナーの実践については，

博物館学雑誌第9巻1－2号合併号に発表9）したので参照されたい。

常設・特別展示をはじめ，博物館の展示内容は，調査研究の裏付けがあってこそ説得力も迫力も

あるはずである。学芸員が「もの」について，学問的専門分野を持たないで，また調査研究業績を

持たないで　他人の研究成果や書物から得た知識の伝達だけに満足しているのであったり，極端な

教育志向型タイプの学芸員であれば，学問的知的生産は望めないし，独自の展示内容は期待できな

い。貸会場や百貨店等での展示会と，博物館ならではの教育的配慮にもとづく展示会との差は出て

こない。佐貫10）が『博物館では館員に質問すべきである。しろうとと専門家が接触する機会は，これ

以外にない。』と述べているように，今日の知的な学習社会では，「もの」についての体験的研究活

動家との接触こそが社会から博物館に求められている。

以上のことからすると，学芸員としての資質としてほ，「もの」についての学術的専門研究者であ

ることを基盤にして，展示シナリオを構成し，補助教材を創意工夫し，展示を構築する知識・技能

者であらねばならない点に，大きな特殊性・専門性があるといえる。

（4）各種教育活動面で

展示解説を事例としても，それは，単なる知識の受け売り・バスガイドのように，一方的に説明

を加えればよいといった単純なものではないはずである。展示とは，「もの」が語りかけ，見る人が

主体的に自己学習の素材として活用するものである。どのように感じとろかほ，学習者自身の主体

性にまかされる面がある。展示解説は，自主的・主体的な学習を援助するもので　疑問の投げかけ，

観察の視点，比較の窓，補助説明，参考資料の提示など，しかもそれが入りまじったものといえる。

そのうえ，参加者の実態，興味関心の度合や知的水準等を，その場で即座につかみとり，臨機応変
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に教育活動をしくまなくてはならない。展示解説のみならず，自然観察会，自然教室，講演会等，

あらゆる教育行事面で　担当する学芸員には，研究者としての専門性とともに，指導者としての専

門性（学校教育現場とも異なる指導技術・教材教具の創意工夫・開発等）とが同時に要求されてい

る。現行の博物館法及び現実論からして，学芸員には，学問的専門研究者と社会教育指導員として

の二面性を併わせ持たされていると考えるべきである。
一方，図録・解説書，展示見学の手引等，各種刊行物は，博物館学芸活動の実績となり貴重な文

献財産となるものである。博物館の教育普及活動の大切な一面である。その刊行にいたるまでの実

務面では，調査研究の実績を土台に持つことは当然として，原稿の執筆，原画の作成等，学芸員に

は多種多岐にわたる技能が要求される。定期上映会のためのスライドの自作，その中で用いる図表

等の作成，写真撮影の技術はもとより，フイルム現像，引伸し技術等の写真技能は，学芸活動の全

領域にわたって欠かせない資質といえる。

4　まとめ

（1）博物館の展示は「もの」を見せるのではなく，「もの」で見せることである。そのためには，実

物資料を豊富にもち，確かな調査研究の成果を背景にし，視覚的な補助教材・手段を駆使し，質の

高い内容の展示シナリオを作成しなければならない。

（2）学芸活動には，資料収集・整理保存・調査研究・教育普及の多種多様・多岐にわたる活動内容

があり，それぞれのどの活動内容においても，特殊な知識技能・専門性が必要とされる。学芸業務

の分化がなされず，学芸員及び学芸職員の絶対数が不足している日本の現状では，資料収集・整理

保存・調査研究・教育普及という全機能をふまえた学芸活動が，学芸員及び学芸職員に課せられて

いると考えるべきである。

（3）1人の人間の能力には限度があるため，地域の各種研究団体，同好会等との協力体制を学芸活動

の一端として位置づげ，資料収集から教育普及にいたるまでの全ての学芸活動実践面で協力・支援が

得られるよう，学芸員は，専門分野での外部学会，研究団体の活動に積極的に参加すべきである。

（4）今日の学芸員養成制度では，学芸員有資格者＝学芸員とはいえず，長年の実務担当，学芸活動

の実践を重ねて，実質的な「学芸員」が養成されると考えるべきである。そうした経験者集団の中

でこそ，将来的には学芸業務の分化を考えていく必要がある。

（5）学芸業務を分化する場合，後藤11）が指摘しているように，『資料課・管理課・企画課・調査課・

普及課』などとしても，相互に不干渉，不介入で　個々別々に活動や業務を行ってほ，博物館の機

能が十分果せないことは明らかである。資料収集・整理保存・調査研究・教育普及の各活動は，相

互に関連し段階性・順序性があるものであり，学芸員及び学芸職員を区分して固定化すべきではな

い。学芸活動の中で「資料収集」「整理保存」「調査研究」「展示の企画・実施」「教育活動の実務」

等を段階的に体験する学芸職員集団として，組織として機能分担する方向を目指すべきである。
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